
　型枠業界の状況は、一時の不況 ずっと以前にも、社報に記載をした

からは抜け出せた感はあります。 ことがありますが、「変化に対応で

仕事の量があるというより、職人さ きる者だけが生き残る」です。

　　清水建設の改善提案制度に んの数が減ったことで､需給バラン 　とは言っても、こらから起こる変化

　て当社が応募いたしました、 スが変わってきて､型枠の工事価格 など、誰にも分かりません。

　サポート自立スタンドが優秀提 も、数年前のとんでもない安値から 　では、どうするか。

　案に選定されました。 は、適正価格に戻りつつあります。 大きな変化の前には、その予兆と

　　昨年の、「手摺天端サポート 　現象としては良いことなのですが､ でも言うべき、小さな変化があると

　設置金物」に続いて、2年連続 手放しで喜ぶわけにはいきません。 思うのです。その変化は、業種や

　の受賞となりました。 職人さんの高齢化は進みつつあり 職種によって違うのですが、身近

　これからも、現場の生産性を ますし、若年者の入職・定着は思う に起こる小さな変化に注目する必

　改善できるものであれば、なん ように進んでいません。将来的には 用があります。

　でも積極的に取り組んでいきま 当社の存続を左右する問題です。 　見逃せばなんでもないようような

　すので、現場での不便を教え 　時代の流れを読むと､若者の仕事 事柄の中に、大きな変化の予兆が

　てくださいませ。 は、短時間・高収入・体力負担減、 あるはずです。

の方向に動いていると思います。 その小さな変化に対応していくこと

　短時間・体力負担減は建設業にと が大事なのだと思います。

っては、受け入れがたい方向です。 それを見逃して、従来通りのやり方

少子化・高齢化・若者の肉体労働 を続けていると、気が付けばいつの

離れ、これらの現象を捕えて、未来 まにか、時代から取り残されている

の方向付けを考えねばなりません。 ことになります。

今までやってこれたから､これからも 　今までの、慣例・習慣も疑ってか

やっていける保証はないのです。 かることも必要です。建設業界は

試行錯誤の連続・失敗につぐ失敗､ 順調なように見えますが、大きな

そうした歩みを踏み出す時が来た 不安を抱えながら、見ないふりを

　　　　食生活も健康重視で･･･ のではと思います。 してるような気がしてなりません。

　　　■現場災害 H26.1.1-H26.10.4

　建設業全体で事故の発生が増えて 災害発生が多いという現象には、そ 休業災害　-----　2

いるようです。労働基準監督署は、 の原因があるはずです。 不休災害　-----　0

建設現場での災害を防止するため そこは誰もが手を打てないのかもし 物損災害　-----　0

に、現場への臨検を増やすことを決 れませんが、手を打てないのと、見 そ  の  他　-----  0

めました。 ないふりをするのでは、大違いです。 合　　　計　-----　2

　しかし災害が多いからと言って、臨 　高齢化・未熟練者の増加・前近代 　　　■交通災害 H26.1.1-H26.10.4

検を増やして、災害を減らすというの 的な雇用体系・若年者育成の放置、 人身災害　-----　0

は理論が通りません。 やるべきことができなかったのです。 物損災害　-----　0

合　　　計　-----　0
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お得意様、直用職人さん、手間請業者さん、材工外注業者さん、運送業者さん、資材業者さん、ご近所さん、社員さん、などなど。いつもお世話になっている人々に感謝の気持ちで・・・・・。

建設業で災害が増加

当社ホームページは　http://www.forbuild.co.jp　ご覧になれます。
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